タイトル：インターネットを用いた４カ国間フィードバックラーニング

制作者：Ines P. Mallari, Alex Chau, 他
対象学習者：中学生（JFL学習者)

学習状況：１２０時間以上習得

概要：
インターネットを用いた４カ国間フィードバックラーニングのコンセプトは、まず学習する共通のトピックに沿い４カ国のJFL学習者（フィリピン、マレーシア、香港、アメリカ）が同じ教材を用い、日本の中学生や文化について学習する。その後，インターネットの機能（ホームページ、ブログ、メールなど）を使い、学んだ共通のトピックに沿った自国のことを相手に伝え、お互いの国の文化を理解するところにある。そして、この学習の特徴は生徒同士のやり取りが読み教材となり、視聴覚教材にもなるというところである。また、同世代の他国の日本語学習者というオーディエンスを意識することにより、生徒が自発的かつ自律的に、そして生徒同士が積極的に学ぶように動機付けさせるという狙いがある。 具体的なスキルの目標として、読解力、文章作成力、プレゼンテーションスキルの向上に重きが置かれてある。よって、アセスメントタスクは教材の内容理解、掲載（紹介文とプレゼンテーション）の質と量、日本と他国の文化理解とクラスシェア、他国の生徒に対するフィードバックである。

読み教材

共通の教材はユニットのトピックに沿ったもので内容を重視したものを用いる。更に、生徒に興味を持たせられるものが望ましい。今回設定したトピックは「紹介」である。更に、a)自己紹介、b)家族紹介、c)学校紹介、d)町紹介、e)統合的紹介の５つの項目に分ける。統合的紹介とはそれまでのaからd までの紹介をまとめたものである。

尚、今回はそれら５つの項目がグループメンバーそれぞれに割り当てられており、教材の選択、指導過程は各々が考えたため、個人により若干異なることがあると思われる。よって、下記の教材選択は全体のユニットのことについてではあるが、一グループメンバーの提案である。
まず、自己紹介用の教材だが、インターネットのホームページやブログでの紹介文を用いる。これらはオーセンティックマテリアルであり、学習者の興味や関心が高まる効果が期待できる。自己紹介は日本語学習初期段階に習っている（可能性が高い）ため、今更もう一度改めて習う必要もない。そこで、それらのリソースは生徒に飽きさせず自己紹介の仕方を再確認させるためにはいい素材ではないかと思われる。それに加え、夏目漱石の「吾輩は猫である」の冒頭を用いたり、何かの演劇で転校生が自己紹介する場面のスクリプトを用いたりするのもいいかもしれない。

次の家族紹介用の教材の一例として、漫画の「サザエさん」がある。生徒は家族の名称についても学習済みである（可能性が高い）ため、今回は日本の家族が普段どのような生活をしているかを学ぶことに重点を置く。更には、過去と現代の日本の家族について書かれていたり、描かれていたりする教材を用いることで、日本の新旧の家族生活について比較することも可能である。

学校紹介、町紹介については日本の中学校や町のホームページを教材として用いる。ホームページに載っている情報は多く、今まで習っていない漢字や文法が含まれている可能性も高いため、生徒にとって難解な教材になることが予測されるのでこの二つの項目では事前学習が必要である。

生徒は上記の項目をそれぞれ学んだ後に、今度は自分や自分の国のことについて他国の生徒に紹介する文章作成し、そして写真や絵等も添付し、ウェブ上に掲載する。掲載された紹介文は、読み教材として用いる。さらに、その紹介文に対するフィードバックも読み教材とする。

学習の流れ
 学習の流れは、１）教材読解、２）新出単語・漢字・文法の確認、３）教材の内容確認とブレインストーミング、４）グループ分け・文章作成、５）掲載と準備、６）他国の生徒の掲載文の読解、７）他国の生徒の掲載文をクラスシェア、８）掲載文に対しフィードバック、９）他国の生徒のフィードバックをクラスシェア、１０）フィードバックに対する返答・コメント、最後に１１）セルフアセスメントとなる。
今回カリキュラムを作成する上で、トピックの項目をそれぞれのグループメンバーに割り当てたため、自分のパートである「町紹介」で具体的な学習の流れを説明する。

１）教材読解

この項では、「町紹介」ということで教材に日本のある町のホームページを使用する。もしくはガイドブックでもかまわない。この段階で、まだ習っていない単語、漢字、文法が出てくることが予測させるので、教師が事前にそれらの説明のハンドアウトを作成しておく。習っていない漢字が多い場合には、振り仮名付きの書き換え教材を用意しておく。読み進める上で、教師は生徒に教材を理解させたり、考えたりさせるために導くように質問などをする。（ガイディッドリーディング）

２）新出単語・漢字・文法の確認

新出単語・漢字は意味をおさえることに重点を置く。特に、漢字に関しては書くようになることまでは求めず、それよりも内容を把握することが大事である。新出文法はその後の文章作成で使えるような文法が導入されてあることが望ましい。

３）教材の内容確認とブレインストーミング

グループになり教材について話し合い、クラスでシェアする。その後、「自分の町を紹介する」というトピックで何を紹介するか、もしくは何を紹介したいかをグループでブレインストーミングし発表する。

４）グループ分け・文章作成

ブレインストーミングして発表したものの中で、自分はどのことについて他国の生徒に伝えたいか選びグループに分かれる。グループに分かれたら、その選んだものについて具体的にどのことを、どのように伝えたいか話し合い、文章作成に取りかかる。習った単語、漢字、文法をなるべく使う。オーディオ・ビジュアルエフェクトとして音楽、絵や写真を使用する。

５）掲載と準備

ホームページ、もしくはブログ掲載の準備として文章の添削を教師が行う。今までの項は文章だけで紹介をしていたが、今回の「町紹介」と「総合的紹介」は文章と共に、ビデオでプレゼンテーションを録画したものを掲載する。このプレゼンテーションは、今までの読み書きの技能向上だけでなく他の技能（聞く・話す）も高めるのが目的である。

６）他国の生徒の掲載文の読解

今回の項は、まずビデオをクラス全体で見る。次に、グループに別れ他国の生徒が書いた掲載文を１つ選び、声に出して読み合いをする。その後、その文の内容を話し合い、質問、感想、コメントをまとめる。

７）他国の生徒の掲載文をクラスシェア

掲載文についての内容の要約と、その後の話し合いの結果を日本語で書く。それを、他のグループと交換し合い、他のグループが選んだ掲載文の内容の要約と話し合いの結果を読み、書き加えたいことがないかを話し合い、日本語で書き加える。

８）掲載文に対してフィードバック

その掲載文に対してのフィードバックを文章にまとめる。グループメンバー一人一人が質問、感想やコメントをするようにし、ホームページの掲載文にトラックバック。

９）他国の生徒のフィードバックをクラスシェア

自分たちのグループが発表したことに対し、どのような反応が返ってきたかを読み、グループ発表をしてクラスでシェアする。他国の生徒の反応を見たり、聞いたりすることで自分達の文化を客観的な視点から見ることができる。

１０）フィードバックに対する返答・コメント

最後は、自分たちの紹介に対してのフィードバックに返答、コメントをする。さらに、他国の生徒の返答、コメントを読む。

１１）セルフアセスメント

　アセスメントタスクを考慮し、生徒にセルフアセスメントをさせる。この「紹介」のユニットではこのような一連の学習の流れを計５回行うため、このセルフアセスメントが次項の「紹介」につながる自己評価と反省の機会となる。

感想・反省

　今回のワークショップは、様々なことを学び、考えた素晴らしい機会だった。今までの自分にない概念を用いた、カリキュラム作成と多読教材開発の試みはこれからの指導で活かされると確信している。今回のワークショップのまとめとしてのポスターセッションでは、実際に使えるレッスンプランとしてユニットの組織化を試みた。その結果、ワークショップで学んだ５Cスタンダードに沿ったJFL学習者対象の内容重視インストラクションのカリキュラム作成ができたのではないかと思う。実際、このカリキュラムを実行するには修正する点、再考する点が幾つかある。それは、パソコンの一定数確保、学習速度調整、オーセンティックマテリアルを用いるため著作権の問題、学習ストラテジー、シークエンスの明確化など他にもあるだろう。しかし、海をまたいだ学習者同士で学ぶというこの学習のコンセプトは学習の動機付けと自律学習を促すにはいいのではないだろうかと思う。

